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１．委員の指摘及び提言概要 

海洋プラスチックの調査や分析により、マイクロプラスチック汚染の実態把握がより明確に示さ

れるものと期待する。生態への影響などの取り組みも行われ、概ね順調に進捗している。マイクロ

プラスチック汚染の実態把握がより明確に示されるものと期待する。サイズ別の前処理・測定につ

いては、当初計画より変更はあったが、概ね計画通りに進展している。サブテーマ１の現場でのMP

濃度は個数/m3で評価されているのに対して、サブテーマ２の生物影響の試験は、g/Lと異なる単位

が使われている。NOECと現場濃度との比較をすることが計画されているが、この不一致を解決する

必要がある。 

 

２．採点結果 

評価ランク：Ａ 

 


